
うしお

第103号

 ワカメ養殖について

 定蟹観測(ユエ月分)

 昭和39年度ノリ養殖建.込み概況

 漁場観測速報(ユエ月分)

 ユエ月のマグロ延縄漁況

 般漁況(ユエ月分)

 寛政年間の漂流船

 (志布志の住吉丸と?いて)

奄美短信

 各部の動き

 分場1jの動き

目次

階和39年/2月

養殖部

〃

〃

〃

漁業部

〃

北山易美

大島分場

編集部

 大島分場・

千
5

b
8

 ユO

二2

ユ4

ユ5

ユ6

ユ9

 鹿児島市城南町20番ユ2号

鹿児島県水産試験場



 ワカメ養殖について

養殖部

 沿緯漁業一構造改善事業を推進するにあたっては、漁業者が直接従業できて採算
 性の高いものでなけれぱならないが、海藻類の養殖ではノリ奉殖たついでわかめ
 の養殖事業が全国各地で盛んになりつ」ある。

 わかめは最前から投石その他岩面そう彼等の消・極的次、いわゆる増殖事業が行
 左われていたがその効果は顕著でなく、しかも本県下は南隈漁場として環境要因

 の変化に直接影響されて、その生産量.は第ユ図,に
 示すとおり豊凶の差が極めて大きい。

 投石、岩面.掻破その他の増殖事業が公共事業的

 性格をおびている関係で、事業主体は漁協あるい

 は曲の地.方公共団体であって、一組合員個人は・あく
 までも養殖事業を行うべきであるが、.わかめ養殖

 が事業としてたりたち、県内各地て行なわれる.よ

 う・になる・までは解決されるべき問題.点が多く残さ
 れている。

 今回はわかめ養殖事業を.取上げる華本的な考え

 方・.実施する芳郎とについて蹄し千みだし㍉
 /、わかめ養殖の目標

 わかめの生産量は、全国で5873ユ㌃・ンでコ
 イブ、アマ!l1類、テン.クサ類についで重要な位
 置をしめており、本県でも第ユ図9)とおり37年
 度には65万切近くの生産をあげているが、これ
 は殆んど天然産わかめだけであって、.わかめ一養殖

 ふノリ養殖に比較して出発点ですでIに市場、経済
 的に大きな制約をうけている事実は見逃せない。

 この不利な面をもつわかめ養殖を、季節的な専業

 として行うか、副業として行う.かによって、.更に

 。はその地先の立地条件1…よっても事業は違ってく
 るが、採算を見込んだ事業として取上げるために

 は、次の事項を目標とすること,が望まれる。

 ○一早期生産と市場の開拓

 わかめ養殖が今後大いに発展しても、膨大な生産力・をもつ天然産わかめには

 及ばないので、わかめ市況は当然天然産わかめの豊凶に左右され、養殖わかめ

 が市況を支配すること.は至って困難であるたあド養殖事業では天然産わかめが
 生産されなし二か或いはまだ僅かしか出廼らない時期、すなわち2月末頃までに
 大部分のわかめを収獲販売する必要があうう。ごめ早期収獲こそ養殖事業の至
 上命題と一いえ名もので、・平均価格の高い利点めほ一がに天然わかめの豊凶による

 価格変動の影響をうけることなく、経済効果はいよ.いキ高められることに次る



 一方わかめは古くから食用海藻として親しまれ、含まれているビタミン類、ミ
 ネラル、たん白質等栄養価値が重用されているが・早期収獲で販売する生わ苧
 めとしての需要は嗜好性の関係もあってまだ味開拓である。今年度鹿児.島中央
 市場.の生わかめ市況は第i表のとおりで、出荷時期が早けれぱかなりの高値が
 期待できると思われ、他都市の開拓をはかれぱまだまだ需要は仲び・価格李安
 定向上するだろう。そして今後食生活の改善な一いしは健康を保つ点からも生わ
 かめを大いにPRし、輸送網の発展による経済圏の縮少化で北九州地域までに
 販路拡張したいものである。

 Q晶質∵生産性の向上
 わかめの成長や晶質は、養殖地先の環境条件、養殖技術等に支配されるが、

 ・.わかめ幼葉の形、葉体長に対するくきの長さ、成長度、葉体の厚さ、硬軟等は
 大森圃有のものでこれらの各形質は母藻のもめを保つものであるから、養殖に
 あたってぽ成長の早し・ものおよび用途に適した晶質の一ものを厳選し、あるいは
 .同属間倣配、融品種の移殖もI研究課題といえ机また早期の間引き・勢切.
 採取を行一うことによ・つて必然的に晶質が向上されると同時に・一単位当りの生産
 量時増大して、養殖期間中に親縄ユm当り5畑以上の生産量は是非実現一したい
 毛のである。

 第ユ表  鹿児島中央市場生わかめ市況

.時 期高値安値

2月下旬

3月上旬
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 ○未利用.水域の利用と多角経営

 本県下では栖児島湾内以北の薩摩半島側に生育しているが、各種環境条件に
 制約されて自生していない沿岸が多=く、その制限要因がすべて人為的に克服し
 がたい場合は.別としても、.そうでない場合は養殖を行うことも不可能ではない。

 ・硯え舵質が紬要因.となっているところでは筏式養殖によって結構利腕き
 5るIし、夏季だけが高水温、低かん、海水汚染されるため不適地であっても秋

 から春にかけては生育条件に合致すれぱよく養殖もできて・朱利用海域の開拓
 は充会期待がもてる。そして、すでに他の養殖が行なわれている場所でも、牌

 年琴は漁閑期利痢で多角的養殖も心がけてよいと思う.。
 ;、養殖開始時期
 わかめの生態的な特徴として、幼葉(ユ.8～2榊丙外のもの)の時代には、水
 準ユ5℃{外の水準の辛き最もよ.く生育し・或葉(3～ε叩以上)になると
 ユ2～ユ3℃以下の水溜が通水温半.なっていて、20℃をわらないと芽胞体・



 幼葉の成長一が蛙いので、養殖を始める時期としては水温の20℃を目安とすれば
 よいと,思う。

 本県内の場合は、各地先によって多少の産姐あろうが.大体ユエ月中旬ないし
 ユ.2月一上旬頃に4るようで、この時細になると付着生物の着生も少珪く∴なり都合
 がよいと思う。特にワ.ソヵラ類の食害生物の.多い場所で一は、開始する時廟も慎重
 に検討してみる必要が亭る6
 一方、麓苗は現.揚水温.に応じた成長をしているものが要求されるが・水温20

 ℃以下になってからなら顕微鏡1崎砲休から州内外の幼葉であ㍗ま差支えはた
 いだろう。

 3、一養殖場所の選一定

 わかあが自生しておれば問題はないが・自生していなくても自生しない.界因が
 明らかで人工的に除,きうるならは適地にな争う。しかレ養殖事業としてかなりの
 収益をあげる牟めぴおの一ずから制限がある{まで明らかにされえ適地条件は
 次のとおりとなる一。

 ⑤水温……わかめはユー5℃以下でよ・く成長するからユ5℃以下め期楠が長い
 程有利で義切・間引き採取の回数も多/なって収穫平がますま.す増
 大する。

 ⑥比率・・…喋体はかな一りの低かんにもたえるが・ユ5以下の比重が長期間続
 くところは不適当である。一、

 ◎栄養分・・1…成長に必要な栄養分は少なくてもよいが・成長や晶軍をよくす.
 るために必要た栄養塩類の濃度は水温、日射盤こ潮の流れ等によつ一

 て変ってく一るド般的には外洋水の直接当季どこチ半b辛・外洋氷
 と内湾水の混ずるあたりがよい。

 ④流速一・・潮流は栄養分の補給、1同化作用によるガス交換の良否に影響して
 成長や晶質に関係する重要た要素であるが、狭い水路の急流部を除

 し・でなるべく遠いところ{…よ㌧そ・てこあ流速は琴殖施設の方式・
 規模・密度をきあ。る弩合1子よく考慮す.づき点である。

 ⑤・水深、底質・・1…養殖施設の方式によ.つて異るが・筏着弾の場合はよく成長'
 'する水深か・ら底まで少年くともユ㍗以上たげれはならない。底質は
 いかりどめが可能'であればよい。一

 ①.地形一・1後葉殖で特に粥をうけるカ{・一養殖縄間・中の卓越風である・も～
 NWからの風を置接'うける外海水域沖保全上難点がある。長崎県下

 で一は南よりの嵐砕違吹するとわかめが色落戸するどい,わ.れており、
 晶質の面でも地形的な考慮が望まれる。

 4、養殖水深

 わかめの成長は水温、潮流、水中照度その他環帯翠輿に支配され、芽胞体一一命
 幼葉一→成葉の各島代毎に通水温が異なる特質か.ら養殖適層は時期的に変化する
 が、各県の通水深は一般的には北方で,は浅く(O。.5へ2肌・)南になる程深Iく(}
 ～3m)なる傾向か生る。しかし戸.し県でも土瑚の条件によ・つて大きな準があっ
 て、平面的に最大の一倍率宇は力三{プ、末枯れ現象・を遅らせるためIに垂下水深の調節



 は必要で∵水温の低い,ときは浅く、高くなるにつれて深くすればよいと恩.う。
 本県の場合は、今ま・での試験帯果からみると場所によって相当の差があり、東
 町地先ではユ肌層がよいが、山川地先は3㎡唐がよ.く一定して。いないが、大体ユ
 ～3犯層であれば間違いはないようで、本県各地先とも時顛的な環境条件の変化
 が急激であるから吊曹操作1.t必要であろう。

 5、養殖施設

 養殖施義の方式は、全国各地で各種のものが考案されているが、本県の地理、
 地形的条件七は当然限定されたものとなる。基本的には種苗縄を親縄に定着し、
 その養稗縄を筏に水平養殖するもので・親縄は径3伽以上のものが望ましい。
 この親縄に種苗縄を定着させる方法として口まさみこみ」'と「巻付け」の2つの

 方法がある。「はさみこ.み」は種苗縄を・3～5伽位に切り親縄に約ユ5㎎間隔に
 はさみこむもので、種苗縄の長さが少・なく下すむこと』汚れやすい漁場でも発芽
 率がよい利点はあるが、,仕業能率の悪い≒と、親縄によく固着しないこと、作業
 中/こ芽胞体・幼葉が脱落し易い欠点がある。しかレ種革縄の芽胞体琴芽が悪/顕
 微鏡的サイズでしかないときは都合のよ一い.こξがある。
 巻。きつけ式は、親縄のより目にぞIつてあるいは逆.にあらIくまぎっけるもので、

 妻く間隔は.親輝の長さユO～ユ争。腕で種苗縄がユ周する程度争普通で、親縄の
 lLユ～ユ.5倍の長さの種苗癌が必要である。はさみこみ式の利点が欠点となワ欠
 点が利点ξなるが、種苗縄の発芽率が高い場合は密生しすぎ下無駄が多く、水温
 が高す.ぎた.り種董の発育がおくれているとき、一あるいは親縄に仕着する汚れの多

 い場合には発芽牟阻害されることも多いので一、汚れが多く、水洗∴.波立ちの少な
 い漁場には不向きである。.

 養殖方式は大別すると、親縄を卒平に享辰る水平式と、垂直に冊下げるか叉は底
 から浮子で吊≠げる垂直式が奉り、見方をかえれば筏式、延縄式、角張り式・ノ
 リさく.利用式があ.つ下両者が組倉わされて一いる那、水平式は生育の適届に張込ま
 れるので伸長一が早.く・水深調節も可能で有利な方法七ある。本県下各地牢の地形
 にマツチレた普遍的な竹筏の例を図示すると第2図のようで、経費を最小限にと
 fめること.が.肝要であろう。



 定置翻測(ユ.ユ月分)

養殖部

 旬別平均水温・比重(満潮時)

        1水温Cl        旬..;.比重2ユ。         一一

        平一切前句差i前年1均前句差辮同期苓平年差
        十6.82一〇、04.十〇・99

        2431寸1481一0951I+7.0511十0.23十〇.08十ユ.ユ8
        下20.4一一〇.09一〇.ユ6十〇.8ユ

        月平均21.3十037112696『i,斗03工2697一〇.Oユ}。。。
水温

 20.2～2a5℃の水温範囲で、旬平均で約ユ℃づつ降下している。月平均

 水温は2ユ.3℃で平年値に比ぺO,3℃高目、前年同期とではユ℃高くたってい

 る。

比重

 26.ユ4～27.40と変動し、比較的安定状態を保っている。月平均比重は

 26-9η.と平年値より.ユ高目を示し、前年1同期とは大差がなかった。

 ユエ月の水温・比重変動

水温

本年

 平・年

比重



 昭和39年度ノリ養殖建込み概況

養殖部.

 /、施設数

 第ユ表に示すように県下ユ6地区で360経営俸が網一トビ620ユ抜、女竹
 ヒビ54700本を建込んで養殖している。

 漁場ユ5ケ所のうも本手はじめて国分市漁協が試験養殖を始め、昨年試験養
 殖をはじめた3午所のうち高須、あい良漁場は中止、岩本漁場が継続してい一る
 経営体数は360.体と前年度(2662より大巾に伸びた。各地区共に一般

 に増加の傾向がみられ、特に出水、長島、谷山の増加が著しい。
 網ヒビ数も前年度(3446枚)の約2倍の620ユ枚と増加1している。

 女竹ヒビは64700本と前年度(58650)よりユ0%増となっている
 採苗別でみると、網ヒビの5ち人工採苗ヒビが80形を占め、前年(62%
 よりも増加の傾向を示し、特に地元での人士採苗ふ30%(前年度4%)を占
 めるに至ったことは、ノリ養一殖が技術的にも向上してきたことを示していよう

 2、操車状況
 人工採苗1ま出水地区でユO月上旬に室内採苗が僅かながら行なわれ、中～下

 旬にかけて野外人工採苗が行なわれ一た。本年ははじめて出水市漁協が・室内採苗

 施設を造り、試験的な採苗に終ったが、芽付きは良好で。あつた。一たビ放出胞子

 の制御と、ユ日当ヨ)の処I理能力の増加につい・て検討すべき課題.が残された。

 野外孫酋は、タカンポ式が主で、芽付きはユ醐当り5～ユO個と平年並であっ
 た。概して本年はアオノlj類の着生が目立つたが、管理面で防除している。

 3、生育状況

 出水地区ではユ。月下旬～ユエ月上旬に俸賀県からの移殖ピピの導入があり
 当時すでに3c〃位の生育を示していた。これら早ダネはユエ月下句に八って摘
 採期に入・り生産盛期を迎えている。

 一方鹿・児島湾地区は、ユエ月上心中旬一に移殖ヒビの搬入があり、ユ2月上旬

 に儀かなところで手入れがあったが、本格的な摘採はユ2月下句に入ってから

 の.ようでふる。谷山地区では、一部漁区でノリ芽の枯死、脱落があり2次芽ど
 りに追われ下いる。

 4、本年の海況

 'ユg月の採苗期1手水準の変動がかたり激しく、不安定た海況を示した。ユエ
 月に入って快晴が続き、ノ'l1芽の発芽、増芽期にとって充分な条件では在かっ
 たようであ.る。

 水温はユエ月までは平年より.0,5℃前後高目を。示した。ユ2月に入ってから
 水温の降下も幾分順調のようで、寒波と鐘雨天が続げばノ.1j一の生育、生産は伸
 びる一ものと期待されよう。



 第1表昭和39年建込み状況

         網Iヒビ(枚)

         ヒビ地区.別別＼天然.採苗人工採'苗計.女竹仁・ビ(本)経営体.数         地子'移殖地元採苗移殖

         出.水''`■ユ,33-O島0383,3686ユ,200ユ6ユ熊本一.佐賀
         野口260日一_'260'ユ2

         東・町6一。ユ2ユ^ユ27島3008

         長島40''⊥73ユエ3ユ,20023出水

         l11内.」一ユ20ユ20^ユO〃

         串木野'28ユ02'ユ30'6〃

         手打一.・ユOユO一一4〃

         笠沙.'■11i2〃.
         指宿'ユ4'`ユ岨'ユ〃

         岩本^`^3636一2熊本一

         喜一一入8'一3038一ユ3〃

         汁
         春山30ユ502703.908・40^吐8出水・熊本

         鹿児.島.壬53■297750}28出水・熊本佐賀・福岡
         加治木一224一^224一ユ5熊本

         国分一一一ユ5ユ5.一3神水

         垂水`807p■ユ50'.24一出水
         計344949ユ,8933,Oユ56,20ユ6-4,700360十

         「・年度一742572ユ.3.4ユ,9983,44658,650266
 ※漁協、漁連かIらの義告による。



 漁場観測速報(1ユ月分)

養殖一部.

 .I旬別平均水温
       ̀

       観一旬測地別高輪.水成川里       最高最低最高最低目τ宇月支同最低

       上旬23,0722,5ユ24。与24.623.ユ22.05

       中旬一2ユ.882ユ.6723.222.42ユ.620.8
       一上

       下旬.20.3ユ9,6622.ユ.2ユ・420.S520.2

       月平均.2ユ.7。2ユ.き323.26一22.82ユ.852ユ.02

       前月差一・1・99.一■.9一2.5一2.26一3.2ワ一3.35

       前年差.十ユ.ユ8十〇.96十〇.39十〇。8一ユ十■.04十ユ.02

 ○葛輸の月平均.水温は2ユ。7～2ユー23℃を示し、前月に比較してユー99～
 1.9℃低くなってきている。これを前年同期に比較すると最高では20.5'2℃
 でユ・ユ8℃、最低で20・27℃でO・96℃何れも萬・くなっている。

 ○水成川の月平均水温は.23.25～22.8℃を示し、前月に一比較して2.5-

 a26℃低く、前年同期に中較す.る圭最寧で.2a章7℃、最低では2工99t
 でO・39～O.8ユ℃高輪と同じく高くなつそいる。

 ○里村の月平均水温は2ユ・85～2ユ.02℃を示し、前月に比較して3.27～
 一3.35℃高く、前年同期に比較すると最高で20.8ユ℃、最低では20.O℃で
 工・04～ユ・02-Cと何れも高くたっている。

 ○二長崎海,洋気象台西日本海況旬報のユエ月下旬までの報告によると黄海や東シ
 ナ海の水温法平年に比べると低目のところが多く、黒潮流域は平毒並みでこ一れ
 まで水温の下降もゆるやかであったが今後は冷え込みは幾らか平目とたるでし
 ようとのことです。

 〕工」漁一況
 /葛I・一・輸

 総漁獲量3,385佃で、これを魚種別にみてみると瀬魚(雑魚)。ユ.925
 切で56.8影と大半を占め、次にイッサキ類が30.2%、タイがユエ、4形、

 ホラでユ・47筋と.な一つ.ている。叉.前月.と比較すると70切と僅かながら減少
 となっている。又魚種別にみてみても大差なく、ヤノ、ボラ類で2・060佃
 減収をみたかおりに瀬魚が1.ユ70侮増獲されている。叉前年同期に比較し

 てみると二L・4dg佃でユ・925佃増獲され魚種別の変動をみるとイッサキ漁の
 ユ,025.佃、.雑.魚のユ.490佃。の増獲された反面イワミノ漁、(500畑)がな
 かったのが目立っている



           月旬上申下漁.獲基計           魚種有為日数露出劉縄獲量有.漁,日数延串漁船数漁獲翠有糖、日数延出塑般数漁獲量
           タイ3一30ユOOI777255一ユユ530385一一…■一ユ,925           瀬魚8796ユO784995339320

           イッサキ230ユ35778890ユ,025

           ポヲユユ350

           計ユエ刊・1・ユ7204ユ435ユエユ3と卿メ
斗三1
 郷戸ユ

2水成川

 総漁獲量5,049切で前月よ.一りユー07侮懐かながら・滅.猿さ一れており、今月分
 の.漁獲を魚種別にみてみるとサパ類が40一ろ%、タソレメで25:74彫、瀬魚類

 でユ6一.6彫、イセエビで8.56彫、コタンでユ7.25砺、イカ類で2-4I5形、
 .一アラで■。5形となつて.おり'魚種別にはイカ、7.ラ漁が僅かにあった以タドには大
 差ない。叉これを前年一同期と比較してみると一2453侮で596佃の増獲とな一
 り.、魚種別にはサノさ類で9・85切、シビ{743切が増.獲された反;面.、コタ1イ
 で855梅と減収になったのが目立っている。

           用句上中下

           魚種有為.日数延出漁船数漁獲量有為目数延出渡船数漁獲量有線日数延出漁船数漁獲量漁獲量計
           イセエビ820ユ456ユ9ユO且2一4ユ226ユ

           サパ9'・ユ7ユ,0994ワユ3ユユ,230

           瀬魚8ユ9一22ユ720ユgO6ユエ96507

           コダイ39ユ032442ユ45

           タルメユユ203ユエユ65834600785

           イカ類・363ユ4744一75

           アーラユユ464ち

           計29∵66一ユ,5881236362ユ236ユ8403ρ49

3里.村

 総漁獲量ユγ700切で前月よりユニL-884坤の増獲と一たっているが、まづ
 今月の漁獲を魚種別にみてみると瀬魚類が迅7・45%・次にヒラスが43・50

 %で漁獲の大半を占め、この他にイセエビが5,25%・アオ1】イカが3・吐%、



 サメで25%、フ'ラでユ.ユ3%となっていて、前月に比較してIヒラス漁が盛撫
 …で7,685佃、瀬.魚で・4,669師一の増獲が目立っている。叉、前年同期に比較
 1ノてみる土昨年1・=8,2一'.・`・佃て㌦・i2ε.㍑の増獲となっておつ.魚、種別では、ヒ

 ラスで・,・・。舛、瀬魚で2…b侮・の増獲されたのが目立っている。
           月旬←山{1下

           魚種有為日数延出海船数漁獲量有為日数延出漁船数。撫獲量有・漁日数延出漁船数漁獲量量計
           イセエビ88047055027-O777ユ90930

           瀬・魚ユ.OユOO3,63076⇔;う,ユ3088'2ユ,6408,400

           ヒ今メ5ユ58859ユ73男・70ユO253,5457,700-〇一5           そ一ぐ!.ユ一ユ5
           アラ・.ユ22020

           音'一メ2204545

           アオリイカ72228062532g600

           計.=25ユ985,O.ユO30ユ7.56,9953ユ2095,695ユ7,700

 //月のマグ占延縄漁況

蹄業部.
 “ユ'i月調査隻数はユー8隻。漁場・はフイリヒ1ン東方のユ2級、ユ30油附近から
 沖縄東方、。更に東支那海と鉱がっている。魚種組成を見ると全漁場平均でビーンナ
 ガ30彫・キハダ'47%・メバチ8彫、カジキ類三4%。
 そイ.リ.ぺ㍉琴有?20.N、ユ.30油咋近では先月はビンナガが多.かった。ユエ月

 ,㌻事;:箒㌣㍗1㍗2、.川珊fで218:乏と
 東支那海北部で一はメカジキ、マガ;ノギが多く・60%以上を示している1。.



魚種別釣穫率(39年11月)



一般漁況 (11月分)

一漁業部

 藤南海域の海況

 草垣から佐多・岬そして屋久鳥に至る海域は表面水温一一2≡5℃台で示され、ユO
 月観測時・では27℃台が同しような形で存在してし・たのがユエ月になって25

 ℃台に置き換え1ち机一ユケ月にレて2℃1?、低下となった!こし・き列島の北部から一
 宇治群島に至争輝響と大隅東部で一は2=3℃芦でゴb=々10よ・り2三～3.℃の低下g
 ち2肌厨ρ水準炉章垣・一黒帯、・牽久島を草む一沖合域一一ぽ25～26℃、枕崎の沿
 紳は五・・℃・阿久根一野間池に至坤繊ぱ『岬℃1台.・大岬東部は乞・～・・
 ℃で・棚よ・り木阿東部域は変化恋jく・い尭薩納輝では加・一での揮下・沖
 師は11だρ師.とな牝なお印・月の卵一で葦翻1島附近に冷水域がみられ
 たカ1・今月1は即叫なかっ㍍表面1と・1・6・坪と;・の水1雛は薩南の沖合部は
 拳はない、が=、.嫁樹池附近や大隅東都ρ沿事寄。り一一は≡.〆～13℃の差がみられた。

 漁港.別に入港酷と繍獲量をみる'jと一.ビ勅.崎港隼O統:60・3-2トシ、==津木野港

 マ機;・1㌶二奪㍗芸㌶さ㌶;=㌫τ番線桑
 、卿紅躰峠増カ1し;ψるカ1・弗禅・畑坪の斧港では蹄少した・
 漁瑳は卵港宇巾着船は坪梅吉、・弩瀬伽1こ1しき瓶
 鯛は碑郎利口・1湯瀬は秒1棚/㌧㍉き1近1海で担・ケムロ・永†パ・1・
 月1{ミ入㍗漁輝堆†島の那㌣管野良弔中を多邸てい札

 阿久根落セぽ、夫虹船はこしき沖から牛深沖或いは一野母岬沖が主な漁場で、小

 サベ外ムロ・が主体ギ卸お・ζし坤海州蹄に1至亭雫域は月の後半になつ
 ㍗タ:クチ・.'咳"=メ岬獲ヲ…一軍立つト,申…孕苧刈レ主・=締の沿蹄りで主
 !こ・カタ㍗を'・沖合苧剛1千パ1・沖ア.ζゾ坤体長卵沿岸で主にキビ
 †ゴニ1邦にぞ.ζ之支主更7.≡9肇牽子弾獲さ匁芦“今,月亨7◆ワ.シη漁獲はなく、

・カー・・1・ツ…1・オ

 大型般の漁場は壬魚油、ヒ3あ悔ヒユ7“、ユ青ユ9埴博大津区別される。

 岬は山川港」に1一鶯亨匁二機略訟率羊坤!トペれら㍗ 孟僚機よ㌶機務泣篤続二機ζ1然訟ま大
 判70%、中判20%、小判斗O砺.とな.?て、こる。
 一方小型船は山川港に亭寒幸雄騰港にニカ4隻をわずかながらも操業している。
 これらの漁場は安定していない、上旬から中旬にかけてこしき列島の酉或いは



 女島方面に出漁した船もあったが、七島近海午南下・して広範菌1こ探索し、主に
 臥蛇西、悪巧附近である。

 魚津は臥蛇酉・悪石で大判が多く≦40～70''牟)ごしき・女島の海域は小・側
 50%.、シビ50形であった。漁獲量は平均3㍗4トンで香しくなしこ。

 ⊂)マク“口重延謂竃

 糾合の漁場は、①ユ3。～ユ・。“ユ3湖、②ユ{ユ9.N、ユ29㌧ユ32。
 ・、⑤・O。～・ユ。量、ユ・・㌧ユ・・“と大別される(中には・州、ユ〃
 Eに沖漁したものも一あるが)①の漁場ではキハダ、ピンチョウ・②はキハダ、
 ⑤ぽカジキ類が主な魚種。今年のピンチョウは例年より小型という帯頭もいた
 {…一・一概に!まいえないようである。
 近海では種子島東方5～6浬と5～60浬にキハダを・主にした漁場・があって、・・

 3～4目操業でユ5尾程度、現在20～30隼操・業中。

 ○釣サパ

 2～3人乗りの小型船は野間池から坊岬に、ユO人乗りの大型船は屋久.急の
 宮ノ浦、下り曽根で出漁し、小型鍛は阿久根港にユ9ユ隻ユ03.8トン、枕崎

 港隼ユ69隻4ク・ユ㌃ン、手本野港8隻3・6トンと各鉛痔不漁の差が大きい。
 二右大塑鉛はユ隻平均}十2㌃シで並漁である。魚体は中サパの比率が高く、
 大50%、中50筋で中サバの出現.が多い。

 ○ブ11飼付

 師島湾口と野間池の漁場は連日大漁続㍉
 今月は盛漁期で、湾口の…つの繍場で8ユ下シュ5,4きユ尾の漁獲鑑、一前月に

 比べ卵倍増とたった三ユq月は・・3・7・尾)

 ○その他

 開聞附近の地曳網でオニ7ジ(F工30㎝)が50箱位漁獲されそ注目され
 た。

 パセウカジキの流網は中旬に至るも佐多港沖で漁獲された。佐多岬沖合には

 24℃台の比較・的高温卒塊が存奉し二二一琴口のバセゥカジキの滞留の国ともなっ
 ているようセある。



 寛政年間の漂流船
 志布志の「佳吉丸」について(そρ。ユ)

'北山易美

 鹿児島県志布志町の郷土誌樟蔭(昭和27年刊行海老原外一薯)に「志布志の
 粉で無入島に漂着しためが2隻ある。元禄9年(ユ696年)のユO月志1命志螂
 山下弥三エ門の船が無人島に漂流、翌年3月帰った。他g一つは中山三左エ門の
 庄吉丸で寛政元年(ユ7.89年)のユ.O月“檸人島鳥島に漂着し、ユO年もたっ
 てカ・ら帰った』佳吉丸が遭難してユケ月後に家族は墓を建てた。」ξ記してある。

 私ばこη漂流記を拙去rさ?ま漁村風土記」に引弔して・勝とい1名の母は
 男女群島、沖縄列島、小笠原列島にあるのでどの鳥島かはつ・きり記していないけ

 れども春有志に伝わっている佳吉丸漂流の数え唄から.一して小笠原タi」島の鳥島だ乞
 うと養いたが、その後これは推察どおり小笠原列島の.鳥島ということ.や遭難者の
 氏名、無人島での生活、生還の方法などを矢口ることができた。

 日本人漂流記(昭和39年8月刊行荒川秀俊著)に「自分で船を作った漂流

 民」と題して次のようなあら、まじめ漂流記がある。

 「自力で船を作った漂流民」
 「天明5年(ユ78g年)の軍刀29日、百石積鉛に一土佐国赤岡浦の船頭松尾

 饒七外一4人が土佐沖で大西風に遭難}ユO余日流されて2月2ξ日無人島に漂着
 した。

 雨を桶にうけて潟をいやし、磯辺の貝や草をとって生のま』たべた。島.には大
 鳥(アホウド11)が多いので石で打ちころし釘でさいて海水でもんで食べてどう

 にか飢羊を凌いだ。牢れども暑さと飢えセ病気になり歩行ができなくなって遂に・
 は次々に死んで、翌天明6年の秋には''ユ人だけ生残った。
 3年がすぎて天明8年2月(ユ788年)孤独生活のところへ大阪船(三ユ人

 乗り)が漂着してきた。この鉛は火種を持っていたのでそれからは生物は食へな・
 かった。べ

 大阪般が漂着しそ2年後の寛政2年(ユ790年)の正月壷目薩摩の国の船が
 漂着してきた。

 漂流生活中の人達は第3の船を迎え、勢いこんで荷上.ヴを手伝っ・たりしたが、
 この興には6人一乗っていてノコギ1,、カンヂ、ノミ、ヨキ(オノ)、曲金、山刀、
 ヤスリを持っていた。薩摩の6.人は先着のユ2人と合流して漂流生活に八つだ。
 一同は佳吉丸が持っていた大工道具で船を作ってこの無入島を離れ日本に帰ろ
 うと話し合い難破船から合釘を集めて新しい釘やカスガイを作り、板や角材をは

 きと.りあるいは流木を集め、衣類を縫合わせて餌を作るなどして3年余りか」つ
 て長さ.6ヒロ5寸(ユユメートル)幅6尺7寸(2メートール)の齢を作りあけた。
 ところが海岸が絶壁で船をおろすことがでぎないので岩石を切り開くことになり
 古イカリで大型のノミを作りコツコツと岩を砕くこと3年、ようやく通路一を堀り
 ・あけた。3千人分の作業量一といわれる。



 この間に大阪船の2人と薩摩船の2人が病死した。
 寛政g年(ユ797千)折柄の順風に生存者一ユ4入が手作りの小船に乗って日本
 の方向に向けて島を離れた。

 6日自の寛政9年(ユ797年)6月ユ苧日、島が見えたので近づいて見ると
 八丈島の南の青>島で鳥の人たちはどの潔流者を心からもて次してくれた。
 I7月青ケ島η〕七三郎、吉蔵の2人を水先案内にして計ユG入で再び小船に乗っ

 て八丈島にたどり?いた。こ』で幕府の役人の取調べをうけ・・命拾い字した手作
 りの船を捨て㌧幕府の御用鉛に乗り伊豆の須呼・浦禦を経て9々上句江戸の琴砲
 州に到着、奉行所へ途られ取調べをうけた後それぞれ壊しの故郷に帰?た」とい
 う。(つfき)一

 (註)この稿は昭和39年ユエ月3目南日本新聞寄稿して後若・F追撃したも
 の.である。

.(鹿児島県漁業公社専務取締役).

奄美短信

 擦世紀の祭典も無事終り、多事多難であった39年も残?少なくなったが、こ
 の大島にもようやくサこして初冬の気配が感じられる項とだ?た。気温エコ」'5～
 2上5℃古仁屋港定点水温もユ2月に入って22も台となる6
 いよいよ製糖シーズン、'大型工場'も大格的に裏繋騎始。全島いたるところで薄
 紫のキビの穂が一面に開き、四季の移9案りが目立たない島φ唯一の変化であ
 る。本年は9・ユ。月と台風にいためっけられたが、生産者最低価格も屯当り

 5・750円で共同作業場としての・』、畢工場・干峯産す声・際の労力ξロスとを考え
 ると生キビのまLで出荷した方が有利となり、連日山また山の悪路をものとも
 せずダンプならぬ一キヒトラックが走り廻っている。

 大島郡総人口約ユ5万人でこの内農家(漁家の兼業を含む)が約3万戸、耕地
 面積約ユ万5千ヘクタールで主食としての米と有しよの生産が年5フラ3千屯に

 一対して、キビ生産量は70万屯以上でありキビの生産が農家の最大の収入とな
 っていることがうか£Iわれる。ユ2月はボーナスの月であるが貫一う当でのある

 人はほんの一部でその他の大部分.の入は羅がない。農家のポーチスはキビ出荷



 が終った時になるあ・けであ一る。そこで歳未ρにぎわいIも本土ほどではなく、.干
 の暮れの凌、わた普しさというものが実際には感じられないこの頃であ声。・

 ※'ユエ月末、K・K丸上(愛知県、海苔佃煮製造)の手で奄美本産加工所の仲介
 によって伊勢湾産ヒトエグサの極付綱とビの移殖テスi・を.行う.ため、阿鉄専一に
 ユO枚(ユ0間もの)を張り込んだ。輸送に4日を要し.途.中長蕊気温25℃以
 下に保?たというが、張り込み翌日大・部分η葉体が脱色し、その後流失した。

 一それでも基部細胞は生存していると恩わ机るもの.が見られるので、伸長がみら
 れるかも知れない。1しかし現場水温が23℃台であるので・こあ点対Iどうであ
 ろ一うか。1いずれに一しても網一ヒビによ・るノリ類の生産を打つたこと,が吐く・、冬期
 の高水温と栄養塩類の希少という点から一応企業的には疑問である与考えられ
 るが・、試験そのものは充一分に意味があると思われる。つまりこのような事力・ら
 漁民自身が興味をもち、ひいては水産増殖ということに関しての誕石となるは
 一ずである。外来の資、本に対する批判もあるが、実際間題として資本力のない島
 民にとって大島の産業発展という見鋼から、もっとすなおに受け入れるぺきで
はなかろうかニ

 ュO年ひと昔というが昭和もiO年台となるI。'人工衛星が初めて打ち上げられ
 てから未だ8年しか過ぎていない今日、すでに月旅行の計画が実行されつ」あ

 る。ユ0年後世とは科学の発達は想像もつかないようになるだろう。我々の仕事
 も年々着実に積みあげられて行く。スピードの差こそあれ。

 良い一お年を……。
 S,F生'

 各部の動き

 ○.。漁業一部
 .・巌.小型旋網漁業試験

 ■ρ月・28一日～ユエ月ユ6日及ぴユエー月30日㍗ユ2月ヰO日の2航海を
 実相し.た。試験域は鹿児島湾口と北薩海域I。灯船三受粉等の不備はあ.つ允が
 初めての操業結果としては好成績で、今後の沿岸網漁業〆発展を鯛待しつ』



 来月も実施する。'

 ※定線魚群調査

 ユ2月の魚群出現は沖合域雫多く沿岸に少年かった。特にこしぎ列島周辺
 では全くみられなかったことはあ一寺らしい。大隅東部海域の火崎沖も毎日多
 く出現していたが、今月は僅か3群を記録したじげ。割合に多かったのは湯

 瀬、梅古の周辺、種子島の一東部域で特に北部種子島は巾着網の漁場でやある'。
熱漁海況予報会議

 西海区プロツクの漁海況予報合議がユ乎月25日から27日まで・桜島荘
 で開催され多大の成果をみた。

 ○調査部

 熱・海産魚蓄養試験関一係

 本年7月以来著養試験中であった、ハ.マチ、イセェピ、チダイ等をi2月
 9日～ユ2日に捗り調査部会貴で各項目について測定.し、本年度予定の海産
 魚蓄養試験を終了、ユ8白を以て飼育魚の処分を終る。結果は整理次第本誌
 に発表。

 燥水質調査、分析関係一

 ユエ月25日桜島園山真珠養殖揚水.質調査

 ユエ月26日～28日澱粉廃液の濃度とコイーとの関連試験
 ユ2月3日谷山ノリ漁場水質調査

 其の他月間水産化学分析

 ○製造部
 遥し■らくん製製造試験
 温くん製法による試作品は企業化可能の見通しを得たので、更に積極的に

 業界企業化を推進し、販路の拡張を図るため農業祭(東京)出品による消費

 の動向を打診。

 熱加工原料としての凍結かつおに関す声研究(継続)
 ※漁民祭開かる

 第ユ回鹿児島県漁民祭がユエ月25、一26日山形屋で盛大に開かれ、ユ5C
 有余の出品展示があった。

 .※農村文化祭出席(垂水市)

 ※しいらくん製企業化説明会

 癌くん製法による試作品が業果企業花可能の見通しを得たのそユ2月ユ。

 戸製革希望工場主の参集を求め、製法、価格等につき説明検討し、業界への
 企業化を推進した。

 灘凄すくん製製造試験

 大口養魚場飼育のますを原料としくん製試験を実施、調味味付け、冬季温
 く手製法による形態、色沢えの影響について試験を実施。

 醤鯉、味噌、粕漬製造試験



 大口養魚場飼育の鯉を原料と一し、保蔵中・における薬品使用によるたい色防
 止、防カ.ビ試験を行ない適正薬品量を究明した。

 ○.養殖部

 轍アワ・ビ.産卵誘発実験
 前年度はこしぎ島里村においてクロアワビの採苗を試みたがふ化後の浮涛
 幼生を移送することによって鰺死するものが多く出たので今年は当水試案験

 1一“一ユユパI・、戸とユ2月ユO目2回.に夏って里†1}より.母貝:二呼L,1■ト{
 度刺戟による産卵誘発の実験申である。

 熱ノリ養殖指導室内培養実験

 ユO月30日に室内で採苗した佐賀、喜入、出水、奄美大島産アサクサノ

 リ、愛知産スサビノリの培凄を続け、初期発生について観察した。
 ユ2月中角からは照度と干出、照射時間.とイリの生長についての室内培養実
 験中。

 ※イセエビライロソーマ飼育∫

 これまで飼育を続けてきたイセエビのフイ県.ゾrマも生残数も僅かとなっ
 てきたが(5尾)目下恒温水槽中にて2日毎の換水を続けながら飼育中であ
 る。



 分場の動き

 ○漁業係

 ムロ漁挙調査として竜郷村赤尾木・嘉世間・名瀬市小湊の各地区を実施.した。
 奄・美海区のムロ漁具漁法は各地区で漁具漁法が異なり、赤尾木、擁世間のも一の

 は追込網の類に属し、魚群を団ら垣網その内に敷網という2つの漁具から成立一一

 っている。

 ○製造係

 前期に引続きアオノリ加工試験を実施すると共に、Iテコヤ貝柱利用価に'つ
 いて予備試験を行う'
 カツオ節カビ付試験(月間):優良カビを月ヨい適温に保では二番カビで本桔筋

 状ξなる結果を得た。これに関速して名瀬市大熊の節加工場で採取したヵビ
 ュ2種から優良カビと思われる2種を分離した。

 ○養殖係

 ユエ月ユ9目名瀬市大熊にイワノリ種付け網を張り込み、一潮目に網の取揚

 げを打つだ。張込みは5時間と7.5時間干出線の二層について打つたが、現場

 におけるイラノリの着生層がユ2時間干出線以上のところにあり、叉張込み当

 時の水温が既に20℃台に低下していたことなどの結果から種付きが悪がった。


